
序

一
、
研
究
の
動
機
と
目
的

一
、
潤
北
地
域

二
、
環
境
と
歴
史
・
人
事

目

（
竹
典
し
心
倶
空
）

次

04
た
め
ず
と
も
直
き
こ
4

ろ
は
お
の
づ
か
ら
竹
と
と
も
に

ゃ
む
な
ー
か
る
ら
ん

（
白
眼
行
•
i他
枇
上
人
-
)

，
 

04
枇
の
中
の
人
を
さ
く
れ
ば
お
り
づ
か
ら
隊
な
き
庭
の
松
の
下
臥
（
し
）

2
 

（
潤
眼
分
時
人
如
n
心
将
二
静
行
溢
）

05
我
を
し
る
人
し
な
け
れ
ば
状
し
ら
ぬ
人
に
見
す
べ
き
I

J

と
紅
も
な
し

2
 

（
涙
舟
図
犬
地
一
釣
竿
の
心
を
）

3
 
05
海
ば
ら
に
た
ゞ
一
筋
の
釣
の
糸
の
外
に
う
つ
さ
じ
お
の
が
こ
4

ろ
を

2
 

7

4

3

1

3

 

9
6
.
0
3
.
0
4
番
の
歌
に
は
、
彼
の
ひ
ね
た
よ
う
な
も
の
の
見
方
が
、

05.05
泊

1

2

2

2

2

 

の
歌
に
は
容
易
に
心
を
開
か
ぬ
秋
成
の
態
度
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
暗
い
歌
を
詠
ん
で
い
る
秋
成
だ
が
、
私
は
こ
こ
に
お
い
て
、
秋
成
の

「
…
…
歌
と
は
心
の
中
よ
り
い
、
、
つ
る
者
也
」
と
い
う
作
歌
態
度
、
つ
ま
り
、
飾

・
い
ず
に
、
偽
ら
ず
に
歌
を
詠
打
と
い
う
彼
の
作
歌
に
対
す
る
伯
念
を
、
は
っ
き

り
と
み
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
0

且
上
、
秋
成
の
歌
の
特
Ill
が
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
秋
成
の
歌
は
、
万

州
風
・
古
今
風
•
新
古
今
風
・
を
示
し
て
い
て
、
か
な
り
多
彩
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
彼
の
歌
と
し
て
そ
の
特
異
性
を
．
小
す
も
の
は
、
古
歌
に
と
ら
わ
れ
た
作

で
は
な
く
、
古
歌
に
学
ん
だ
教
投
を
充
分
牛
か

L
て
詠
ま
れ
た
歌
な
の
で
あ

る
U

そ
し
て
、
そ
の
詠
ま
れ
た
歌
と
は
、
彼
の
＂
り

111
で
の
び
の
び
と
し
た
性
格

か
ら
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
と
共
に
、
彼
の
賠
い
性
格
か
ら
作
ら
れ
た
陰
屈
な
歌

で
あ
る
こ
と
も
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
と
111
心
う
の
で
あ
る
。

且
上
、
第
三
序
、
第
四
正
11
ト
に
つ
い
て
述
べ
に
が
、
第
一
浮
、
第
正
い
に
つ
い

て
は
、
提
出
の
卒
論
を
参
照
飢
い
た
い
。

「
球
應
・
人
吉
地
方
の
人
称
代
名
詞
」

四
、
潤
介本

論

祁
一
章
第
一
人
称
の
人
称
代
名
詞

ィ

一ヽ

ォ

二
、
ワ
シ

三
、
ワ
ク
シ

脱

嶽

久

美

-24 -



球
栖
・
人
吉
地
方
は
、
熊
本
県
内
に
あ
っ
て
も
、
他
の
地
城
と
述
っ
た
独

H

の
方
言
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
方
に
生
れ
行
っ
た

哨
者
は
、
以
前
か
ら
方
言
に
対
し
て
閃
心
を
持
っ
て
い
た
。

一
、
研
究
の
勅
恨
と

H
的

序

四
、
ポ
ク

五
、
そ
の
他

第
二
ふ
叫
第
一
天
称
の
人
祢
代
名
詞

一
、
オ
マ
イ

二
、
オ
マ
イ
サ
ン

三
、
オ
マ
ハ
ン

四
、
ヌ
シ

五
、
ワ
イ

六
、
コ
ナ
ク

七
、
ア
ソ
ク

八
、
ア
ク

第
三
詔
第
三
人
称
の
人
称
代
名
詞

一
、
コ
ン
シ
ト

二
、
コ
ン
マ
イ

三
、
コ
イ

四
、
コ
ャ
ッ

五
、
ダ
イ

、
屈
境
と
腋
史
・
人
れ

二
、
調
在
地
域

球
脱
郡
で
「
コ
ン
シ
ト
」
（
こ
の
人
）
と
い
り
こ
と
ば
が
、
人
古
市
で
は

「
＂
ソ
マ
イ
」
で
あ
る
。
こ
の
一
面
の
相
迩
に

141ハ
味
な
も
ち
、
人
称
代
名
詞
に

つ
い
て
閾
べ
て
み
よ
う
と
111
心
い
た
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
球
廊
い
・
人
古
地
Jj
で
使
JII
さ
れ
て
い
る
人
称
代
名
詞
の
実
態
を

把
脚
す
る
こ
．
と
が

n的
で
あ
る
。

瀾
杜
の
中
心
は
、
水
上
村
に
お
い
た
。
水
●
村
は
、
派
者
の
生
れ
{II
っ
た
村

で
あ
る
た
め
、
つ
っ
込
ん
だ
湖
在
に
対
し
て
い
る
と
お
え
た
か
ら
で
あ
る
。

生
た
、
広
範

lm
の
状
況
を
知
る
た
め
に
、
水
卜
い
り
の
ほ
か
に
、
九
ヵ
市
町
村

を
対
匁
と
す
る
潤
在
も
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
人
な
、
球
府
川
に
沿
っ
た
、
盆

地
に
あ
る
市
町
村
で
あ
る
。
東
か
ら
順
に

iii町
H
名
を
あ
げ
る
。
褐
前
町
、
多

几
木
町
、
岡
原
村
、
須
iii
心
村
、
深
川
村
、
免
川
町
、
上
村
、
錦
町
、
人
山
IIdio

球
脱
・
人
古
地
方
は
、
熊
本
県
の
ぃ
IYl
東
部
に
位
骰
し
て
い
る
。
東
と
小
川
が
宮

的
県
、
西
南
が
鹿
児
島
県
に
境
を
扱
し
て
い
る
。
市
た
、
北
は
八
代
郡
dj
、
西

は
＂
い
北
郡
と
水
俣

di
で
あ
る
。

郡
の
中
心
を
日
本
一
一
忍
流
の
一
、
球
府
川
が

H
流
し
、
こ
れ
を
111心
に
、
大

き
な
盆
地
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
間
に
は
、
九
州
介
染

111脈
と
呼
ば
れ

る
ャ
四
く
険
し
い

111々
が
そ
び
え
て
い
る
。

船
史
的
に
は
、
か
な
り
古
い
と
い
わ
れ
て
3

,＂
。
鎌
介
時
代
か
ら
、
江
戸
時

代
出
で
は
、
相
良
氏
が
こ
の
地
城
の
領

t
で
あ
っ
た
。
叫
治
以
後
に
な
っ
て
、

熊
木
県
に
編
人
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

文
化
程
疫
は
、
股

H
部
（
人
古
巾
を
含
む
）
は
比
較
的
i"9
い
よ
う
で
あ
る
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「
オ
イ
」
は
、
第
一
ー
、
称
の
代
名
訓
の
中
心
を
な
す
話
で
あ
る
。
た
ぶ
ん
、

「
オ
レ
」
か
ら
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
オ
レ
」
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
川

い
ら
れ
始
め
、
附
北
朝
時
代
頃
か
ら
盛
ん
に
川
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
る
。
↑
卜
几
忠
生
、
加
川
武
「
国
品
史
要
説
」
一

0
五
頁
参

照）

ヽ

ォ
・( 

T'-'g 

名

5

3 本

第
一
人
祢
の
人
祢
代
名
吋

＂川：

t

臥
才

"r
、
J
-

ヽ
・

諭

が
、
山
村
部
は
か
な
Il
低
い
よ
う
で
あ
る
。
．

渦
在
の
中
心
と
し
た
水

K
Hは
、
球
附
郡
の
一
笛
東
に
あ
り
、
球
刑
川
の
一

伯
上
流
で
あ
る
。
東
間
は
宜
約
県
、
西
は
互
木
村
と
多
良
木
町
、
北
は
八
代

郡
、
南
は
楊
前
町
に
桜
し
て
い
’
匂

H
の
111央
部
に
は
、
車
川
ダ
ム
が
あ
り
、

ぃ
川
東
端
に
は
県
下
一
の
1

り似＂
di川
111が
そ
び
え
て
い
る
。

水
上
付
は
江
代
、
湯

111、
W
野
の
三
大
字
に
分
れ
て
い
る
。
三
大
字
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
お
も
に
楊
山
が
中
心
と
な

る。

(IJl
代
政
肌
原
沢
・
党
附
敷
竹
次
郎
訳
註
「
新
訳
求
麻
外
史
」
・
高

Ill
ぷ

次
紺
「
水
上
村
史
」
•
水k
H

役
場
発
行
「
西
宜
み
ず
か
み
」
•
M

「
広
恨
み

ず
か
み
」
参
照
）

調
杜
対
象
は
、
水
上
村
に
ド
い
て
は
、
下
れ
の
身
近
な
者
が
中
心
で
あ
る
。

ま
た
、
水
上
村
外
に
お
い
て
は
、
対
象
は
お
も
に
名
人
州
で
あ
る
。

調
北
方
法
と
し
て
は
、
観
吹
法
と
、

11
頭
に
よ
る
買
間
法
を
併
用
し
た
。

水

k
Hで
は
、
お
も
に

M
革
や

11
下
の
れ
に
対
す
る
時
に
川
い
る
が
、

11
上

の
れ
で
も
、
川
手
が
汎
し
い
人
の
鳩
合
に
は
川
い
て
い
る
。

↓
と
は
、
年
令
や
性
別
を
問
わ
す
、
訛
で
も
使
JII
す
る
話
で
あ
っ
た
よ
う
で

ぁ
兌
現
在
は
、
男
，
ナ
の
・
鳩
介
、
小
学
牛
に
全
く
仙
Ill
し
な
い
れ
が
ま
れ
に
入

い
れ
る
程
度
で
、
ま
だ
令
般
的
に
使
川
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
小
学
牛
に

は
、
~
オ
イ
」
は
應
い
こ
と
ば
で
あ
る
と
い
う
邸
品
が
か
な
り
弥
い
よ
う
で
、

そ
の
た
め
か
、
使
川
す
る

M
数
は
、
小
学
牛
以
卜
の
れ
に
比
べ
て
、
か
な
り
減

少
す
る
よ
う
で
あ
る
。
い
り
．
ほ
う
、
女

f
の
場
合
は
、
使
川
名
は
、
・
11
年
陪
か

ら
年
令
が
下
が
る
に
つ
れ
て
減
少
L
て
い
る
。
そ
し
て
小
学
牛
に
な
る
と
、
全

く
使
川
し
な
い
れ
が
半
放
に
迎
す
る
よ
う
で
あ
る
3

女

f
の
学
校
こ
と
ば
と
し

て
は
、
「
オ
イ
」
は
ほ
と
ん
ど
使
Jll
さ
れ
ず
、
中
学
牛
の
ご
く
親
し
い

K
の
間

で
使
川
さ
れ
る
場
合
が
ま
れ
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

人
士

ndiと
球
府
郡
（
以
後
こ
れ
を
一
括
し
て
郡
巾
と
称
す
る
）
＾
し
休
か
ら
、

「
オ
イ
」
の
使
川
状
況
を
人
る
と
、

ifHlhiJI
や
住

t
地
な
ど
（
iYH肘
街
も
住
屯

地
も
、
郡

iii
の
111心
的
な
、
人
KIItli、
免
川
町
、
も
良
本
町
な
ど
の
曲
店
街
や

住
屯
地
な
さ
す
。
以
後
も

M
様
に
使
川
す
る
。
）
で
は
、
女
子
は
、
わ
ず
か
に

k
人
肘
が
用
い
る
だ
け
で
あ
り
、
男
子
は
、

111学
生
以
上
の
ヤ
が
川
い
て
い
る

A
り
で
あ
る
。
そ
の
他
の
仇
付
部
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
多
く
川
い
ら
れ
て
い
る
。

水
卜
け
は
、
開
村
部
の

111で
も
多
く
川
い
て
い
る
Jj
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。

コ

行
4

"＂ 

と
こ
ろ
で
、
「
オ
イ
」
の
複
数
形
で
あ
る
「
す
ド
ソ
」
は
、
~
小
数
と
し
て
も

仙
川
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
も
に
女
子
が
使
川
し
て
い
る
。
爪
数
の
場
合

に
限
数
形
を
川
い
る
と
、
さ
し
ぷ
す
対
匁
が
陀
然
と
な
る
の
で
散
紅
が
邸
く
な

る
0

I
 

J

れ
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
と
111
心
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

h
心
ー
が
好
ん

で
用
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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使
川
す
る
相
手
は
、
岡
革
が
中
心
と
な
っ
て
、
少
し

n上
か
ら

H
下
ま
で
で

あ
る
。
使
用
地
城
は
、
郡

iiî
L休
で
あ
る
が
、
特
に
人
吉
市
内
で
は
多
く
川
い

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
人
古
市
は
、
城
下
町
で
あ
っ
た
た
め
か
、
よ
そ
よ
り
も

T
寧
な
こ
と
ば
を
使
川
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
で
も
前

店
な
ど
が
多
く
、
こ
と
ば
は
丁
寧
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

T
卑
な
「
オ
ド
ソ
」
を

よ
り
多
く
使
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

後

略

二
、
ワ
シ

「
ワ
ツ
」
は
「
ワ
ク
シ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
使

川
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
0

(

「
旧
訴
史
要
説
」
一
六
二
頁
参
照
）

こ
れ
は
、

n上
の
打
に
対
|
て
川
い
る
品
で
あ
る
。
男
子
は
三
十
才
前
期
か

ら
川
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
女

f
は
、
"
+
い
名
で
も
四
十
オ
を
越
さ
な
い

と
Jtl
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
地
城
的
に
は
、
郡
iij^

山
城
で
川
い
ら
れ
る
が
、
人

古
dj
内
で
は
、
女
子
の
使
JIJ
れ
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

後

略

三
、
ワ
ク
シ

現
在
、
「
ワ
ク
シ
」
と
い
う
●
い
は
、
女
●
を
小
心
に
、
次
第
に
多
く
川
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
穴
て
い
る
3

水
上
村
の
場
合
、
一

iltも
'
、

Ill
い
る
の
は
小
学
生
で
あ
っ
て
、
煎
れ
の
小
学

校
時
代
に
は
、
学
佼
こ
と
け
と
し
て
し
か
使
川
し
な
か
っ
た
も
の
が
、
現
在

は
、
女

f
の
半
数
は
家
庭
で
も
「
リ
ク
シ
」
を
使
川
し
て
い
る
と
111
心
わ
れ
る
。

中
学
生
、
翡
校
化
に
な
る
と
、
家
庭
で
の
使
川
は
、
や
や
減
少
す
る
よ
う
で
あ

る。

W
年
灼
で
は
も
t

．
と
政
少
ー
、
家
庭
で
「
ワ
ク
シ
」
を
使
川
す
る
打
は
少

叫
ボ
ク

な
く
な
る
。
し
か
し
、
汎
L
く
な
い
人
と
の
採
触
に
お
い
て
は
、
は
と
ん
ど

□

リ
ク
ツ
」
を
川
い
る
。
な
●
で
も
壮
年
以
上
は
、
よ
ほ
ど
あ
ら
た
ま
っ
た
楊

^
1
1

で
な
い
と
川
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
り
子
は
、
ほ
と
ん
ど
使
川
す
る
者
は
い

な
い
が
、
ま
れ
に
、
イ
ン
テ
リ
ぶ
っ
た
り
、
油
説
的
に
話
を
す
る

K
が
使
JfJ
す

る
鳩
＾
11

が
あ
る
。

郡
di全
域
の
使
川
状
況
を
み
る
と
、
前
店
街
・
住

t
地
な
ど
で
は
、
老
人
屈

を
託
く
ほ
と
ん
ど
の
女
子
が
使

IIIし
て
い
る
。
ど
人
屈
も
あ
ら
た
ま
っ
て
話
を

す
る
均
＾
＂
な
ど
に
は
川
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
仇

H
部
に
し
て
し
、
か
な
り

多
く
使
川
す
る
よ
う
に
な
り
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
、
水
上
村
は
使
川
が
少
な

い
方
で
あ
る
と
111
心
わ
れ
る
。

後

略

・
ボ
ク
」
は
「
リ
ク
シ
」
に
対
応
す
る
男
性
油
と
し
て
、
次
第
に
多
く
用
い

し
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
リ
ク
シ
」
に
比
べ
る
と
、
使
川
数

は
ナ
だ
ず
っ
と
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

水
上
付
で
は
、
少
学
牛
で
も
立
小
ク
」
だ
け
を
使
lfl
し
て
い
る

h
は
ま
れ
で

あ
る
。
ま
た
、
一
応
学
校
こ
と
ば
と
し
て
の
役
割
は
児

L
て
い
る
が
、
や
は
り

「
ソ
ク
シ
」
ほ
ど
完
悶
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
中
学
牛
以

t
に
な
る
と
、

け
と
ん
ど
使
川
し
な
い
。

郡
巾
令
休
か
ら
み
る
と
、
前
店
街
や
仕

t
地
で
は
、
小
学
生
は
ほ
と
ん
ど
使

川
す
・
々
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
巾
学
化
、
邸
校
小
に
な
る
と
あ
す
り
使
川
し

な
い
よ
う
で
あ
る
。
主
た
、
農

H
部
は
、
あ
北
り
使
lll
し
て
お
ら
ず
、
水
上
付

が
＞
均
的
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ヶ
ir＂ 
、4
9

.
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こ
れ
は
、

rrで
も
述
べ
た
よ
う
に
、
人
吉
Tlj
だ
け
で
使
川
さ
れ
る
こ
と
ば
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
を
使
川
す
る
か
ど
う
か
で
、
生
粋
の
人
吉
っ
子
で
あ
る
か

ど
う
か
が
見
分
け
ら
れ
る
と
i
i
"

っ
て
も
過
百
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
人
吉
市
と

い
っ
て
も
、
現
在
は
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
旧
城
下
一
術
と
い
っ
た

方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

二
、
コ
ン
マ
イ

「
コ
ン
ツ
ト
」
は
、
「
コ
ノ
ヒ
ト
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と
111
心
わ
れ
る
。
「
コ

ノ
ヒ
ト
」
は
室
町
時
代
に
使
川
さ
れ
始
め
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
「
国

語
史
要
説
」
一
〇
六
頁
参
照
）

こ
の
軍
叩
は
、
第
三
人
称
の
中
で
は
＂
駁
も
一
般
的
な
も
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に

使
用
し
て
い
る
。
使
川
対
魚
も
広
い
が
、
直
接
相
手
を
さ
し
示
す
こ
と
ば
で
あ

る
か
ら
、
敬
江
が
ド
が
る
の
で

11
上
の
人
に
は
使
Jll
さ
れ
な
い
。
地
域
的
に

は
、
郡
di
一
円
ど
こ
も
同
じ
上
う
に
使
川
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

‘

、

人

ケ

Ii"＂ 

＇ィ9‘,＇・ 

ヽ

コ
ン’
シ
lヽ

第
三
郎

第
三
人
称
の
人
称
代
名
訓

略

,,.,,. 
¥1, 
冠

第
二
人
祢
の
人
称
代
名
詞

略
)
L

也

そ
d

(

•L‘ 
ー

こ
の
こ
と
は
は
、
純
粋
な
洲
人
こ
と
は
と
し
て
発
凡
し
た
ら
し
く
、
廂
人
仲

問
ど
う
し
で
使
川
す
る
こ
と
が
し
か
↓
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
在
も
、

使
川
対
象
は

M
輩
が
中
心
で
、

11
ド
に
も
川
い
る
3

ー
コ
ン
マ
イ
」
の
な
北
化
に
つ
い
て
は
、
叫
ら
か
に
す
る
沢
料
も
な
い
が
、

●
コ
ノ
ヒ
ト
」
な
ど
が
小
じ
た
屯
町
叫
代
あ
だ
り
に
、

M
様
に
「
コ
ノ
」
＋

「
マ
イ
の
原
形
」
と
い
う
形
で
発
牛
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ

の

刑
IIU

と
し
て
、
「
コ
ン
で
レ
」
か
ぷ
11も
、
「
＂
ノ
マ
イ
」
が
大
分
で
使
川

ぷ
れ
て
い
る
泌
峠
が
あ
る
。

(Ill
上
正
，
f
f
ゴ
熊
本
県
Jj•• 

"rt料
篇
」
・
「
分
頬

方
．．．
 

ぃ
辞
典
」
）
後

三
、
コ
イ

「
コ
イ
」
は
、
「
コ
レ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と
111
心
わ
れ
る
。
「
コ
レ
」
は
平

安
叫
代
に
指
示
代
名
祉
と
し
て
使
川
さ
れ
て

ti
り
、
”
て
の
頃
か
ら
人
称
代
名
"

と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
111
心
わ
れ
る
。

(-lkli叩
史
疫
泌
」
五
五
虹
参
照
）

水
上
村
で
は
、
「
コ
イ
」
は
内
ら

11
下
に
対
L
て
JiJ
い
る
が
、
男

f
の
楊
合

は、

M
船
の
親
し
い
行
に
対
し
て
は
川
い
て
い
る
。
ま
た
、
男
子
は
ど
の
年
令

M
で
も
使
用
し
て
い
る
が
、
女
子
は
r11
年
州
か
ら
わ
ず
か
に
減
少
し
始
め
、
小

学
化
に
な
る
と
か
な
り
減
少
し
て
い
る
O
L
か
ー
、
史
だ
使
川
し
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
を
郡

lIi全
域
か
ら
人
る
と
、
翡
店
街
や
住
中
地
で
は
、
女
子
は
ほ
と
ん

ど
使
川
せ
ず
、
男
：
が
、
水
卜
村
の
女

f
代
度
の
使
川
状
況
で
あ
る
と
布
え
ら

れ
合
股
村
部
は
、
水

k
Hが
大
休

f
均
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後

略 vi;~ 
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}
U
 

ー

ー・ヽ
し

n”

五
、
ダ
イ
後

111;} 

四
、
コ
ャ
ッ

鎌
介
叶
代
に
使
川
さ
れ
た
「
コ
ャ
ッ
」
か
ら
来
た
の
で
は
な
い
か
と
息
わ
れ

る
こ
と
ば
で
あ
る
。
(
「
ltl
点
史
嬰
説
」
一
〇
六
頁
参
照
）
し
か
し
、
鎌
介
＂
叫

代
に
は
、
ま
だ
「
ソ
ャ
ッ
」
や
「
ア
ヤ
ツ
」
、
「
ド
ャ
ッ
」
は
硲
生
し
て
お
ら

ず

、

そ

の

点

疑

間

が

な

い

わ

け

で

も

な

い

。

'

「
コ
ヤ
ッ
」
は
、
「
コ
イ
」
よ
り
も
一
段
下
の
印
称
で
あ
っ
て
、
今
は
中
年

以
上
の
者
し
か
使
川
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
女
子
の
楊
合
は
、
お
も
に
叱
山
が
な

ど
の
語
気
を
流
く
す
る
均
合
に
使
川
す
る
。
い
っ
ぽ
う
、
男
子
は
そ
の
他
の
島

合
で
も
使
用
す
る
が
、
や
は
り
川
手
を
快
く
田
心
っ
て
い
な
い
鳩
合
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
他
の
話
と
mが
な
り
、
不
定
称
以
外
に
類
似
の
形
を
も
た
な
い
も
の

で
あ
る
。
室
町
時
代
に
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
「
ダ
レ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
（
「
国
磁
史
要
説
」
一

0
六

・
1
0七
虹
参
照
）

「
ダ
イ
」
は
、
訛
で
も
使
川
す
る
晶
で
あ
る
が
、
近
年
雌
店
街
や
仕
屯
地
な

中
心
に
、
女
子
の
中
に
「
ダ
レ
」
を
使
川
す
る
仙
向
も
出
て
き
て
い
る
。

ャ

u

後

以
上
、
球
刑
・
人
山
い
地
方
に
お
け
る
人
称
代
名
詞
の
火
態
に
つ
い
て
述
ぺ
て

き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

111で
it11
さ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
よ

。
ぅ

tず
、
中
心
的
に
使
川
さ
れ
て
い
る
治
は
、
弟
一
人
称
「
オ
イ
」
、
「
ソ

シ
」
れ
ど
、
辺
．
人
作
は
・
す
マ
イ
」
、
「
リ
イ
」
な
ど
、
第
三
人
作
は
、

ー
コ
ン
ジ
亡
、
「
•
f

し
な
ど
．
汽
あ
る
。'
Jれ
ら
の
人
称
代
名
叫
の
中
に

1
、
「
ラ
ー

'ff.＂11
や
f

ェー

'in
が
「
イ
」
年
11
に
変
化
し
た
も
の
が
か
な
り
多
い

よ
う
で
あ
る
。
だ
た
、
こ
れ
ら
の
人
称
代
名
~
は
、
喉
町
時
代
頃
に
発
生
し
た

も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

人
杵
代
名
叫
の
各
晶
の
分
布
状
況
を
人
る
と
、
人
じ
11
市
に
わ
ず
か
な
相
迎
が

人
ら
れ
る
利
度
で
、
球
附
郡
仝
休
と
し
て
1
、
は
と
ん
ど
弟
異
は
み
ら
れ
な
か

t

た
。
し
か
し
、

iii街
化
さ
れ
た
地
岐
か
ら
、
作
々
に
共
通
油
化
が
迎
ん
で
い

る
こ
と
も
巾
力
で
あ
る
。

年
令
Y
ハ
に
よ
る
分
布
状
況
は
、
顕
＂
れ
な
よ
う
で
あ
る
。
ど
の
こ
と
ば
も
、
中

年
、
壮
年
屈
あ
た
り
を
位
と
し
て
、
古
い
こ
と
は
を
使
川
す
る
名
と
新
し
い
～
J

と
ば
を
使
川
す
る
れ
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
き
に
男
女
間
の
相
況
を
人
て
み
よ
う
。
男
女
間
に
お
い
て
は
、
以
前
吐
そ

れ
は
ど
叫
販
な
区
別
が
な
か
っ
た
の
に
、
近
年
は
、
牡
に
弟
一
人
称
な
ど
で
は

叫
賄
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
...11

の
火
他
は
、
現
在
”
ー
心
北
に
外
化
し
つ
つ
あ
る
。
古
い
―
J

と
は
は
つ
ぎ
つ
叙
と
姿

を
泊
ー
．
、
新
ー
く
、
ハ
雌
品
が
進
出
し
て
き
て
い
る
リ
牡
に

r

ス
コ
ミ
の
発
辻

ー
に
今

11
で
は
、
そ
の
な
化
の
北
度
は
、
め
ざ
主
ー
い
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
の
よ
う
な
規
士
を
冷
静
に
把
保
し
、
よ
り
仏
い
立
馬
で

11木
晶
の
村

来
の
に
め
に
努
）
ー
な
け
れ
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
3
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